
 

令和４年度 MIHO美学院中等教育学校 

入学試験問題 

国語 

受験上の諸
しょ

注意 

１． 試験官の指示があるまで、この問題用紙の中を見てはいけません。 

２． 試験時間は、算数と合わせて６０分です。 

  解答は算数・国語どちらからでも構いません。 

３． この問題用紙は、５ページあります。ページが足りない場合、 

印刷が見えにくい場合は、静かに手をあげて試験官に知らせてくだ 

さい。 

４． 解答は、解答用紙の決められた場所に記入してください。 

５． 解答用紙・問題用紙の決められた場所に、受験番号を記入してくだ 

さい。 

６． 解答用紙にある※印のついている場所には、何も記入しないでくだ 

さい。 

７．解答は黒鉛
えん

筆またはシャープペンシルで記入してください。 

解答を直す時には、もとの答えを消しゴムできれいに消してください。 

 

 

 
受 験 番 号 

B日程 
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一 

次
の
―
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

① 

山
里
の
冬
の
風
景
を
写
真
に
と
る
。 

 
 
 
 
 

② 

強
い
寒
波
で
記
録
的
な
大
雪
に
な
っ
た
。 

③ 
試
合
で
何
度
も
シ
ュ
ー
ト
を
試
み
た
。 

 
 
 
 

④ 

学
習
発
表
会
で
司
会
を
務
め
る
。 

⑤ 

選
手
が
声
援 え

ん

に
応
え
て
手
を
ふ
る
。 

 

二 

次
の
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

わ
が
家
で
は
セ
ツ
分
に
豆
ま
き
を
す
る
。 
 
 
 

② 

災
害
に
あ
っ
た
人
々
が
助
け
を
モ
ト
め
る
。 

③ 

今
朝
は
六
時
半
に
目
が
サ
め
た
。 

 
 
 
 
 
 

④ 

け
が
を
し
た
鳥
が
ホ
ゴ
さ
れ
た
。 

⑤ 

ボ
ウ
リ
ョ
ク
で
は
解
決
で
き
な
い
。 

 

三 

次
の
漢
字
の
部
首
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

① 

体 
 
 
 

② 

囲 

 

四 

次
の
漢
字
の
読
み
は
音
読
み
（
ア
）
で
す
か
、
訓
読
み
（
イ
）
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

①
力

ち
か
ら 

 
 
 

②
億 お

く 
 
 
 

③
変 へ

ん 
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五 

次
の
①
～
②
の
（ 

 
 

）
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

た
だ
し
、
記
号
は
一
回
ず
つ
し
か
使
え
ま
せ
ん
。 

① 
私
に
は
そ
の
意
味
が
（ 

 
 
 

）
わ
か
ら
な
い
。 

② 

（ 
 
 
 

）
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。 

ア 

ど
う
し
て 

 
 

イ 

た
と
え 

 
 

ウ 

ま
っ
た
く 

 

六 

次
の
①
～
③
の
（ 

 
 

）
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

た
だ
し
、
記
号
は
一
回
ず
つ
し
か
使
え
ま
せ
ん
。 

①
（ 

 
 
 

）
次
は
勉
強
を
し
よ
う
か
な
。 

②
雨
が
降
っ
て
き
た
。
（ 
 
 
 

）
彼 か

れ

は
出
発
し
た
。 

③
試
合
は
中
止
に
な
っ
た
。
（ 

 
 
 

）
雨
が
降
っ
て
き
た
か
ら
。 

ア 

さ
て 

 
 

イ 

け
れ
ど
も 

 
 

ウ 

あ
る
い
は 

 
 

エ 

な
ぜ
な
ら 
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七 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

        

本
文
省
略 
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本
文
省
略 
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問
１ 

次
の
文
は
こ
の
お
話
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
す
。
（ 

① 

）
（ 

② 

）
に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
、
文
章
中
よ
り
書
き
抜 ぬ

き
な 

さ
い
。 

主
人
公
の
（ 

① 

）
が
、
中
学
校
の
入
学
の
日
に
、
（ 

② 

）
で
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話
。 

 問
２ 

―
線
① 

「
Ａ
組
な
ん
て
や
だ
」 

「
Ｂ
組
な
ん
て
や
だ
」 

「
ク
ラ
ス
が
ち
が
っ
て
も
親
友
で
い
よ
う
ね
」 

「
う
ん
。
ず
っ
と
ね
」 

は
誰 だ

れ

と
誰 だ

れ

の
会
話
か
書
き
抜 ぬ

き
な
さ
い
。 

 

問
３ 

（ 

ア 

）
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

ま
っ
た
く 

 

イ 

や
っ
ぱ
り 

 

ウ 

ラ
ッ
キ
ー 

 

エ 
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ 

 問
４ 

こ
の
お
話
で
主
人
公
の
気
持
ち
が
前
向
き
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
一
文
の
最
初
の
五
文
字
を
、
文
章
中
よ
り
五
文
字
で
書
き
抜 ぬ

き
な
さ 

い
。
（
句
読
点
も
一
字
に
含 ふ

く

み
ま
す
。
） 

 


